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要  旨 
 
IPマルチキャストを使った同報型の情報配信サービスがいくつかのISPにお
いて導入されつつある。IPマルチキャストでは、各ホストとエンドルータの間
はIGMPを用いて、バックボーンネットワークにおけるマルチキャストルータ間
はマルチキャスト・ルーチング・プロトコルを用いて、マルチキャストデータ
グラムの転送制御が行われる。 
加入者宅内には1つのホストまたは1段のLANのみが存在することを想定し
て、現状のISPのマルチキャストサービスでは、ISPと加入者の間のインタフェ
ースにIGMPを使用している場合が多いと考えられる。しかし、複数のセグメン
トを持つLANを導入し、宅内で独自にマルチキャスト配信を行うなどの加入者
においては、加入者とISPの間のインタフェースをIGMPすることができない。
しかしユーザごとに収容インタフェースを変更することはISPにとって望まし
くない。 
そこで本研究では、宅内においてマルチキャスト・ルーチング・プロトコル
を用いてマルチキャスト配信を行っている加入者を、IGMPを用いて収容する方
法について検討した結果を示す。方針はISPと加入者の間インターワークルータ
を導入、このルータによりISPに仮想クライアントインターフェースを提供、
加入者LANにおいてのグループメンバーシップを動的にISPに報告する。 
 具体的にDVMRP (Distance Vector Multicast Routing Protocol)を用いてマ
ル チ キ ャ ス ト 配 信 を 行 っ て い る 加 入 者 と PIM-SM (Protocol Independent 
Multicast – Sparse Mode)を用いてマルチキャスト配信を行っている加入者に
注目し、IGMP/DVMRPインターワークルータとIGMP/PIM-SMインターワークルー
タを設計した。 
設計方針は以下の通りである。 
(1) ISPからの定期的なメンバーシップクエリーに対して特定なマルチキャス
ト・ルーチング・プロトコルによってメンバーシップ情報を生成し、ISPに
Reportを送信する。 
(2) インターワークルータでのプロトコルコントロールメッセージによっての
メンバーシップの変更をISPに動的にReportあるいはLeave groupを送信す
る。 
 このインターワークルータによって、ISPはマルチキャスト対応LAN加入者を
単一のホストのようにIGMPを用いての収容することができた。 
 
 
